
黄砂は従来、黄河流域及び砂漠等
から風によって砂塵が運ばれてくる
自然現象であると理解されてきまし
た。しかし近年では、その頻度と被
害が甚大化しており、急速に広がり
つつある過放牧や農地転換による土
地の劣化等との関連性も指摘されて
います。
そのため、黄砂は単なる季節的な
気象現象から、森林減少、土地の劣
化、砂漠化といった人為的影響に
よる環境問題としての認識が高ま
っています。

黄砂とは

黄砂は、中国大陸内陸部のタクラマカン砂漠、ゴビ砂漠や黄土高原など乾

燥・半乾燥地域で、風によって数千メートルの高度にまで巻き上げられた土

壌・鉱物粒子が偏西風に乗って日本に飛来し、大気中に浮遊あるいは降下する

現象です。

風によって大気中に舞い上げられた黄砂は、発生源地域周辺の農業生産や生活

環境にしばしば重大な被害を与えるばかりでなく、大気中に浮遊し、黄砂粒子を

核とした雲の発生・降水過程を通して地球全体の気候に影響を及ぼしています。

また、海洋へも降下して、海洋表層のプランクトンへのミネラル

分の供給を通して海洋の生態系にも大きな影響を与えていると考え

られていますが、その量についてはまだ明確にはなっていません。

ゴビ砂漠

90,000μg/m

タクラマカン砂漠

発生源地予想

120μg/m
黄土高原黄

（日本の浮遊粒粒子状物質の環境基準値は
１日平均値が1000μg/m3以下）

黄砂の発生源から日本への輸送と各地の濃度推計（例）
（粒径おおむね100μm以下を対象とする）008,00000 μμg/m3

黄砂

砂塵嵐発生前後の様子
（中国　タクラマカン砂漠南の策勒（チーラ））

MODIS画像　2002/3/31
アジア太平洋地域環境イノベーション戦略プロジェクト
（APEIS）の統合環境モニタリング（IEM）から得られた
MODISデータの解析結果より引用

迫りくる砂塵嵐
（モンゴル　マンダルゴビ南方）

■黄砂の発生源地域
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